
〆≠●0 
00_9010001102706.docx 
元旦ビューティ工業㈱様 招集 15/05/27 4:45印刷 1/1 
 

― 1 ― 

証券コード5935 
平成27年６月12日 

 

株 主 各 位 
 

神奈川県藤沢市湘南台一丁目１番地21 

 

代表取締役社長 舩 木 元 旦 

 

第45回定時株主総会招集ご通知 
 

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 
 さて、当社第45回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますの
で、ご出席くださいますようご通知申し上げます。 
 
 なお、当日ご出席願えない場合は、お手数ながら後記の参考書類をご検討く
ださいまして、同封の委任状用紙に賛否をご表示いただき、ご押印のうえ、折
り返しご送付くださいますようお願い申し上げます。 

敬 具 
 
記 
 

１. 日  時    平成27年６月29日（月曜日）午前10時 
    
２. 場  所    神奈川県藤沢市湘南台一丁目１番地21 

  湘南台イーストプラザ（湘南台駅東口より徒歩２分） 
  元旦ビューティ工業株式会社 本社 ６階 会議室 

    
３. 目的事項  
 報 告 事 項 第45期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで) 

事業報告ならびに計算書類の内容報告の件 
 決 議 事 項  
  第１号議案  剰余金の処分の件 
  第２号議案  取締役５名選任の件 
    
 各議案の概要は後記「議決権の代理行使の勧誘に関する参考書類｣ 

(28頁から30頁まで）に記載のとおりであります｡ 
 

以 上 
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰 
◎ 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の委任状用紙を会場受付にご提出くださいます
ようお願い申し上げます。 

◎ 事業報告および計算書類に修正が生じた場合には、インターネット上の当社ウェブサ
イト（http://www.gantan.co.jp/ir/index.html）にて、修正後の内容を掲載させてい
ただきます。 
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(添付書類) 
 

事 業 報 告 

( 平成26年４月１日から
平成27年３月31日まで ) 

 
Ⅰ． 会社の現況に関する事項 
 １．事業の経過およびその成果 

当事業年度における我が国経済は、株価上昇の「資産効果」に加えて雇

用・所得環境の改善などから個人消費が底堅く推移していたこと、震災復

興需要や緊急経済対策で公共投資が増加していたこと、円安で輸出が下げ

止まりつつあることなどにより、緩やかな回復の動きとなりました。 

また、建設業界においては、被災地の公共投資が継続したことに加え、

民間設備投資も好調な企業収益や良好な景況感を背景に回復基調に転じま

した。住宅投資については、消費税率引上げ前の駆け込み需要の反動が長

引いていましたが、新設住宅着工戸数は年度後半になって持ち直しの方向

となりました。 

このような状況のなか、当社は地球環境保全に貢献できる太陽光発電屋

根や同取付金具の販売、従来の金属屋根では対応できなかったビル・マン

ションへの防水屋根のほか、高機能・高品質屋根の普及に努めてまいりま

した。 

この結果、当事業年度の売上高は11,388百万円（前年同期比1.4％減）と

なり、その内訳は製品売上高が6,545百万円（前年同期比3.8％減)、請負工

事高が4,843百万円（前年同期比2.1％増）となりました。 

損益面におきましては、営業利益は496百万円（前年同期比10.3％減)、

経常利益は502百万円（前年同期比1.5％減）となり、当期純利益は280百万

円（前年同期比7.2％増）となりました。 

 

 ２．設備投資等の状況 

   当期の設備投資の総額は154百万円であり、主に生産品目拡大のための機

械装置を中心に実施しました。 

 

 

 ３．資金調達等の状況 

   当期の設備資金の調達は自己資金によって賄っております。 
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 ４．財産および損益の推移 
 

区   分 

第42期 
 

( 平成23年４月１日から

平成24年３月31日まで)

第43期 
 

(平成24年４月１日から

平成25年３月31日まで)

第44期 
 

(平成25年４月１日から

平成26年３月31日まで)

第45期 
(当期) 

(平成26年４月１日から 

平成27年３月31日まで ) 
売 上 高 (千円) 8,839,174 10,157,767 11,546,852 11,388,696 

経 常 利 益 (千円) 246,292 538,719 510,340 502,713 

当 期 純 利 益 (千円) 166,497 115,037 261,698 280,618 

１株当たり当期純利益(円) 21.68 14.98 34.09 36.57 

総 資 産 (千円) 6,619,869 6,991,377 7,025,671 7,188,976 

純 資 産 (千円) 1,937,891 2,037,360 2,283,371 2,577,980 
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 ５．対処すべき課題 

   当社は平成27年４月10日で創業50周年を迎えました。さらにその先の50

年後に向けて、一層大きく飛翔し、弛みない努力と成長を遂げると共に、

お客様に信頼され、喜ばれる製品を提供し、地球環境の保全に努め、広く

社会に貢献できる企業を目指して参ります。そのために、下記の４つの 

｢元旦」をテーマとして取組み、定着させて参る所存です。 

 

  (1) ｢賢い元旦」 

 社員の能力を高め、情報、知恵、工夫を生かしたビジネスを実現する。 

（技術力向上、スキルアップ、創意工夫、情報活用） 

 

  (2) ｢強い元旦」 

 社員各自の力を一つに結束し、ライバルや逆境に負けない組織を構築

する。 

（競争力強化、チームワーク、安全・品質管理、コンプライアンス） 

 

  (3) ｢速い元旦」 

 常に先を見越し、どこよりもスピード感を持った行動をする。 

（リードタイム短縮、期日管理、IT活用、業務見直し、効率化） 

 

  (4) ｢新しい元旦」 

 前例に囚われない斬新さをもって、新しい課題に果敢に挑戦しつづけ

る。 

（新製品開発、新規市場開拓、販売チャネルの開拓、発想の転換） 

 

   なお、直近の課題としては、建設業界全般において職人不足とそれに伴

う労務費が高騰しておりますが、人材確保と工期管理の徹底に努めて参り

ます。 
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 ６．主要な事業内容 

  (1) 金属屋根製品等の製造販売および設計施工の請負 

  (2) 太陽光発電屋根、屋上緑化システムの製造販売および設計施工の請負 

  (3) シート防水屋根材の製造販売および設計施工の請負 

  当社の主要製品 
 

形     体 品       名 用   途   等 

金属横葺屋根製品 

元旦スプリングルーフ850 
ダンカクルーフ260 
ダンカクフリールーフ 

大型鉄骨･RC建築用屋根材 

元旦スプリングルーフ800 
ダンツキルーフ182 
元旦一文字Ｓ 
断熱ビューティルーフ 

鉄骨･RC･木造建築用屋根材 

金属縦葺屋根製品 

スフィンクスルーフ１・２・３・６型 
元旦ＴＲＸ、元旦ＴＲＸ３型、元旦ＴＲＸ
６型、ラジアールーフ 

大型構造物用屋根材 
瓦棒改修屋根材 

マッタラールーフ７・８型 平滑屋根材 

その他屋根製品 

元旦ユ鋼システム マイナスイオン発生・高断熱屋根システム 

本瓦棒元旦'84、本瓦棒元旦 金属成形瓦屋根 

ビューティルーフL-100・L-200 
元旦折板Ｇ-160 

折板屋根材 

バリヤルーフ 波形スレート改修屋根材 

元旦サーナルーフ・元旦スチール防水屋根 シート防水屋根材 

P&P工法 ステンレスシーム溶接屋根 

元旦トップライト 屋根一体型トップライト 

元旦システム排煙棟 排煙棟 

元旦システム樋 大型用規格樋 

元旦スチール防水樋 塩ビ系シート防水樋 

元旦クロス50 菱葺き屋根 

太陽光発電屋根製品 

ノンシャドウソーラールーフⅢ 
マッタラーソーラールーフⅢ 

建材一体型太陽光発電屋根材 

サンパステム 
サンピカ 
元太 
元旦ウイング 

屋根材型・屋根置型太陽光発電屋根材 

元旦ソーラーパネル取付金具 PV取付金具 

そ の 他 製 品 

ジャバラルーフ 
元旦ボード 
テクノトラス 

屋上緑化システム 
木毛セメント板 
立体型トラス構造材 

元張Ⅱ 壁材 
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 ７．主要な事業所および工場 
 

本   社 神奈川県藤沢市湘南台一丁目１番地21 

東 北 支 店 仙台営業所、盛岡営業所、福島営業所、北海道事務所 

東 京 支 店 
東京営業所、千葉営業所、北関東営業所、新潟営業所、神奈川
営業所、甲信営業所 

中 部 支 店 名古屋営業所、静岡営業所、北陸事務所 

大 阪 支 店 大阪営業所、京都営業所 

中四国支店 岡山営業所、広島営業所、四国営業所 

九 州 支 店 福岡営業所、熊本営業所、沖縄事務所 

工 場 福島工場、山梨工場、岡山工場 

そ の 他 白州技術センター 
 

(注) 上記事業所および工場は、平成27年３月末日時点のものとなっております｡ 

 

 ８．従業員の状況 
 

従業員数（前期末比増減) 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数 

298名 (24名増) 41.4歳 11.6年 

 

 ９．重要な親会社および子会社の状況 

    該当事項はありません。 

 

 10．主要な借入先 
 

借  入  先 当 期 末 借 入 金 残 高 

株 式 会 社 横 浜 銀 行 607百万円 

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 300百万円 

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 33百万円 
 

(注) 運転資金の効率的な調達を行うため、株式会社横浜銀行と貸出コミットメント
契約を締結しております。 
当期末における貸出コミットメントに係る借入金実行残高等は、以下のとおり
であります。 

貸出コミットメントの総額 900百万円
借入実行残高 ―百万円
差引額 900百万円
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Ⅱ． 会社の株式に関する事項 

 １．株式の状況 

  (1) 発行可能株式総数…………………………………………… 29,160,000株 

  (2) 発行済株式の総数………………………………………………7,716,063株 

  (3) 単元株式数……………………………………………………………1,000株 

  (4) 株主数……………………………………………………………………385名 

  (5) 大株主（上位10名） 
 

株 主 名 持 株 数 持株比率 

舩 木 元 旦 1,986千株 25.8％ 

舩 木 商 事 有 限 会 社 724 9.4 

全 国 元 旦 代 理 店 持 株 会 635 8.2 

舩 木 清 子 631 8.2 

元旦ビューティ工業従業員持株会 347 4.5 

関 東 甲 信 越 元 旦 会 持 株 会 314 4.0 

元 旦 取 引 先 持 株 会 282 3.6 

日 鉄 住 金 鋼 板 株 式 会 社 251 3.2 

元 旦 ビ ュ ー テ ィ 工 業 役 員 持 株 会 189 2.4 

東 北 北 海 道 元 旦 会 持 株 会 173 2.2 
 

(注) 持株比率については、小数点第二位以下を切り捨てて表示しております。 
      また自己株式（43,407株）を控除して算出しております。 

 

 ２．新株予約権等に関する事項 

  (1) 当社役員が保有している新株予約権等の状況 

    該当事項はありません。 

 

  (2) 当事業年度中に使用人等に対し交付した新株予約権等の状況 

    該当事項はありません。 

 

  (3) その他新株予約権等に関する重要な事項 

    該当事項はありません。 
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Ⅲ． 会社役員に関する事項 
 １．取締役および監査役の氏名等 
 

地      位 氏     名 担 当 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況 

取 締 役 会 長 舩 木 亮 亮  

代表取締役社長 舩 木 元 旦  

取 締 役 坂 本  浩 営業統括 兼 販売促進部長 

取 締 役 遠 山 一 德  

取 締 役 室 岡 正 己  

常 勤 監 査 役 長 島 隆 夫  

監 査 役 早 川 治 子 弁護士 

監 査 役 増 田 一 郎  
 

(注)  １．取締役 成田修一氏は平成26年６月27日をもって任期満了により退任い
たしました。 

２．取締役 遠山一德氏は「会社法」第２条第15号に定める社外取締役であ
ります。 

３．監査役 早川治子、増田一郎の両氏は「会社法」第２条第16号に定める
社外監査役であります。なお、両氏は東京証券取引所が指定を義務付け
る一般株主と利益相反が生じるおそれのない独立役員であります。 

４．監査役 長島隆夫氏は、長年にわたり他社および当社経理部で経理業務
の経験を重ねてきており、財務および会計に関する相当程度の知見を有
するものであります。 

５．監査役 早川治子氏は、弁護士の資格を有しており、その業務を通じて
財務および会計に関する相当程度の知見を有するものであります。 

６．監査役 増田一郎氏は、長年の銀行業務および他の会社の役員経験を通
じて、財務および会計に関する相当程度の知見を有するものであります。 

 

 

 ２．取締役および監査役の報酬等の額 
 

区   分 支 給 人 数 報 酬 等 の 額 

取   締   役 
(うち社外取締役) 

6名
（1名）

139,104千円 
（3,600千円） 

監   査   役 
(うち社外監査役) 

3名
（2名）

10,177千円 
（3,600千円） 

合   計 9名 149,281千円 
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 ３．社外役員に関する事項 

  (1) 他の法人等の業務執行取締役等との重要な兼職の状況 

    該当事項はありません。 

  (2) 他の法人等の社外役員との重要な兼任状況 

    該当事項はありません。 

  (3) 主要取引先等特定関係事業者との関係 

    該当事項はありません。 

  (4) 当事業年度における主な活動状況 

    ・取締役会等への出席状況および発言状況 
 

区分 氏名 取締役会等への出席状況および発言状況 

社外取締役 遠山一德 
当事業年度開催の取締役会18回のうち全ての取締役会に
出席し、長年にわたる役員経験に基づいた発言を行って
おります。 

社外監査役 早川治子 

当事業年度開催の取締役会18回のうち17回、監査役会12
回のうち全ての監査役会に出席し、主に弁護士としての
専門的見地から、必要に応じ、当社の経営上有用な指
摘、意見を述べております。 

社外監査役 増田一郎 

当事業年度開催の取締役会18回のうち17回、監査役会12
回のうち全ての監査役会に出席し、長年にわたり銀行に
在職した経験および他の会社の役員として培われた経験
に基づいた意見を述べております。 

  (5) 社外役員との責任限定契約について 

    該当事項はありません。 

 

Ⅳ． 会計監査人に関する事項 
 １．会計監査人の名称 

    有限責任監査法人トーマツ 

 

 ２．当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 

(1) 当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 25,000千円 

(2) 当社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 25,000千円 
 (注) 当社と会計監査人との間の監査契約において「会社法」に基づく監査と「金融商

品取引法」に基づく監査の監査報酬の額を区分しておりませんので、上記金額に
は金融商品取引法に基づく監査の報酬等の額を含めております。 

 

 ３．会計監査人の解任または不再任の決定方針 

    当該会計監査人が、｢会社法｣・｢公認会計士法」等の法令に違反・抵触

した場合および公序良俗に反する行為があったと判断した場合、監査役

会は、その事実に基づき当該会計監査人の解任または不再任の検討を行

い、解任または不再任が妥当と判断した場合は、監査役会規則に則り｢会

計監査人の解任または不再任」を株主総会の付議議案とすることを取締

役会へ請求し、取締役会はそれを審議いたします。 
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Ⅴ． 取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保

するための体制その他業務の適正を確保するための体制 
 １．取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための

体制 

  (1) 当社は、｢取締役会規程」に基づき、取締役会を定例と臨時に分け定例

会は月１度開催し、臨時会は必要に応じて随時これを招集している。 

  (2) 取締役は、取締役会を通じて、他の取締役の業務執行の監督を行って

いる｡ 

  (3) ｢取締役会規程」において、①重要な財産の処分および譲受、②部署長

の任命ならびに昇格・配転に関する事項などの重要な業務執行について

取締役会に付議すべき事項を具体的に定め、それらの付議事項について

取締役会で決定している。 

  (4) 監査役は監査役会が定めた監査方針のもと、取締役会への出席、業務

執行状況の調査などを通じ、取締役の職務執行の監査を行っている。 

 

 ２．取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制 

   取締役の職務の執行および意思決定に係る記録や文書は、保存および廃

棄等の管理方法を文書管理規程等社内規程に定め適切に管理し、必要に応

じて運用状況の検証、各規程等の見直しを行う。 

 

 ３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

  (1) 当社は、代表取締役社長に直属する部署として、内部監査を実施する

内部監査室を設置し、定期的に業務監査実施項目および実施方法を検証

し、監査実施項目が適切であるかどうかを確認する。 

    また、必要があれば監査方法の改訂を行う。 

  (2) 内部監査により法令・定款違反その他の事由に基づき損失の危険のあ

る業務執行行為が発見された場合には、発見された危険の内容およびそ

れがもたらす損失の程度等について直ちに取締役会および担当部署に通

報される体制も構築する。 

 

 ４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

  (1) 当社は激しく変化する経営環境に対応し、会社の抱える課題等に迅速

かつ正確に対応するため、取締役の権限・責任を強化することにより、

経営の効率化を図っている。 

  (2) 取締役会は各取締役の業務担当を定め、各取締役は担当組織の長を管

理・監督する。 

  (3) 日常の業務執行に際しては、職務権限規程、業務分掌規程等に基づき

権限の委譲が行われ各部署長が意思決定ルールに則り業務を遂行する。 
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 ５．使用人の職務執行が法令および定款に適合することを確保するための体

制 

  (1) ｢企業倫理に関する方針・行動基準」を定め、全使用人に周知徹底を図

り、法令と社会規範遵守についての教育・啓蒙・監査活動を実施する。 

  (2) 内部監査室は「内部監査規程」等に基づき監査を行い、法令・定款違

反その他の事由に基づき損失の危険のある業務執行行為が発見されたと

きには、社長および監査役に通報する。 

  (3) 使用人等が法令・定款等に違反する行為を発見した場合に通報または

相談ができる体制として内部通報窓口を設置し運用する。 

 

 ６．監査役の職務を補助すべき使用人の取締役からの独立性および当該使用

人に対する指示の実行性の確保に関する事項 

  (1) 職務を補助すべき監査役会担当者の任命・異動については監査役会の

同意をえるものとする。 

  (2) 監査役の職務を補助する使用人は、その職務にあたっては、監査役の

指示に従うものとする。 

 

 ７．取締役および使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役へ

の報告に関する体制および報告をしたことを理由として不利な扱いを受け

ないことを確保するための体制 

  (1) 取締役および使用人は、監査役会の定めるところに従い、監査役の要

請に応じて必要な報告および情報提供を行うこととする。 

  (2) 前項の報告・情報提供としての主なものは、次のとおりとする。 

① 当社の内部統制システムの構築に関わる部門の活動状況 

② 内部監査部門の活動状況 

③ 当社の重要な会計方針、会計基準およびその変更 

④ 業績および業績見込の発表内容、重要開示書類の内容 

⑤ 内部通報制度の運用および通報の内容 

⑥ 監査役から要求された契約書類、社内稟議書および会議議事録の回

付 

  (3) 監査役に報告を行った当社の取締役および使用人が、報告をしたこと

を理由としていかなる不利な取扱を受けないことを周知、徹底する。 

 

 ８．監査役の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続きその

他の当該職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関

する事項 

   監査役がその職務の遂行について生じる費用の前払いまたは償還等の請

求をしたときは、当該監査役の職務の遂行に必要でないと認められた場合

を除き、速やかに当該費用または債務を処理するものとする。 
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 ９．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

  (1) 取締役会は定期的に監査役と情報交換を行う。 

  (2) 取締役、使用人は、定期的な監査役のヒアリング、巡回ヒアリング等

を通じ、職務執行状況を監査役に報告する。 

  (3) 取締役は、内部監査組織である内部監査室に、監査役との連携、適切

な役割分担および情報交換等を行わせ、監査役の監査が実効的に行われ

るよう協力する。 

 

 10．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方およびその整備状況 

   当社は反社会的勢力に対して、毅然とした態度で対応し、取引を含めた

一切の関係を遮断する。 

  (1) 対応統括部署の設置 

    総務部を対応統括部署、総務部長を不当要求防止責任者として、不当

要求に対しては経営陣および関係部門を含めた組織全体で対応する。 

  (2) 外部専門機関との連携 

    所轄警察署、神奈川県企業防衛対策協議会および弁護士等の外部専門

機関と連携を密にし、情報収集および対応への相談を行う。 

  (3) 社内研修活動の実施 

    対応マニュアルを制定しており、通達による情報配信、会議、研修等

を通じて周知徹底する。 

 

Ⅵ． 会社の支配に関する基本方針 
 当社では、会社の財務および事業の方針の決定を支配する者のあり方に関す

る基本方針については、特に定めておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
……………………………………………………………………………………………… 
 本事業報告中の記載金額および株式数等については、表示単位未満の端数を
切り捨てて表示しております。 
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貸 借 対 照 表 
 

(平成27年３月31日現在) 
（単位：千円） 

 
科      目 金   額 科      目 金   額 

 
（資 産 の 部） 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

受 取 手 形 

売 掛 金 

完成工事未収入金 

製 品 

仕 掛 品 

未 成 工 事 支 出 金 

原 材 料 

繰 延 税 金 資 産 

未 収 入 金 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産 

有形固定資産 

建 物 

構 築 物 

機 械 及 び 装 置 

車 両 運 搬 具 

工具、器具及び備品 

土 地 

リ ー ス 資 産 

建 設 仮 勘 定 

無形固定資産 

ソ フ ト ウ エ ア 

そ の 他 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券 

破 産 更 生 債 権 等 

会 員 権 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

 

4,338,103

584,951

476,178

801,369

873,789

540,947

4,143

232,649

586,713

45,009

68,592

124,913

△1,155

2,850,873

2,398,095

523,411

42,067

172,274

2,269

35,380

1,569,869

480

52,342

51,577

32,812

18,764

401,200

221,470

56,481

89,100

178,566

△144,419

（負 債 の 部） 

流 動 負 債 

支 払 手 形

買 掛 金

工 事 未 払 金

１年内返済予定の長期借入金

１年内償還予定の社債

リ ー ス 債 務

未 払 金

未 払 法 人 税 等

未 払 消 費 税 等

未 成 工 事 受 入 金

製 品 保 証 引 当 金

設備関係支払手形

そ の 他

固 定 負 債 

社 債

長 期 借 入 金

繰 延 税 金 負 債

退 職 給 付 引 当 金

そ の 他

 
 

3,556,653 

1,903,068 

453,929 

260,093 

383,630 

35,000 

504 

91,911 

96,764 

96,811 

62,910 

25,056 

26,849 

120,124 

1,054,342 

40,000 

573,310 

22,584 

407,317 

11,130 

負 債 合 計 4,610,996 

（純 資 産 の 部） 

株 主 資 本 

資 本 金 

利 益 剰 余 金 

利 益 準 備 金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

自 己 株 式 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

 
 

2,510,077 

1,266,921 

1,259,770 

6,908 

1,252,862 

1,252,862 

△16,614 

67,902 

67,902 

純 資 産 合 計 2,577,980 

資 産 合 計 7,188,976 負債・純資産合計 7,188,976 
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損 益 計 算 書 
 

（自平成26年４月１日
至平成27年３月31日） 

 
（単位：千円） 

 

科          目 金        額 

売 上 高 11,388,696 

売 上 原 価 8,171,786 

売 上 総 利 益 3,216,910 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,720,064 

営 業 利 益 496,846 

営 業 外 収 益  

受 取 利 息 及 び 配 当 金 4,718  

そ の 他 59,525 64,243 

営 業 外 費 用  

支 払 利 息 18,471  

そ の 他 39,905 58,376 

経 常 利 益 502,713 

特 別 損 失  

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 400 400 

税 引 前 当 期 純 利 益 502,313 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 199,768  

法 人 税 等 調 整 額 21,925 221,694 

当 期 純 利 益 280,618 
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株主資本等変動計算書 
 

（自平成26年４月１日
至平成27年３月31日）

（単位：千円） 
 

 

株 主 資 本 

資 本 金

利 益 剰 余 金 

自己株式
株主資本 
合 計 利益準備金

その他利益
剰 余 金 利益剰余金

合 計繰越利益
剰 余 金

平成26年４月１日残高 1,266,921 4,606 1,028,110 1,032,716 △16,355 2,283,281 

会計方針の変更による 
累 積 的 影 響 額 

― ― △30,543 △30,543 ― △30,543 

会 計 方 針 の 変 更 を 
反 映 し た 当 期 首 残 高 

1,266,921 4,606 997,566 1,002,172 △16,355 2,252,737 

事 業 年 度 中 の 変 動 額  

剰 余 金 の 配 当 ― 2,302 △25,322 △23,020 ― △23,020 

当 期 純 利 益 ― ― 280,618 280,618 ― 280,618 

自 己 株 式 の 取 得 ― ― ― ― △258 △258 

株主資本以外の項目の 
事業年度中の変動額(純額) 

― ― ― ― ― ― 

事業年度中の変動額合計 ― 2,302 255,296 257,598 △258 257,339 

平成27年３月31日残高 1,266,921 6,908 1,252,862 1,259,770 △16,614 2,510,077 

 

 
評価・換算差額等 

純資産合計その他有価証
券評価差額金

評価・換算
差額等合計

平成26年４月１日残高 90 90 2,283,371

会計方針の変更による 
累 積 的 影 響 額 

― ― △30,543

会 計 方 針 の 変 更 を 
反 映 し た 当 期 首 残 高 

90 90 2,252,827

事 業 年 度 中 の 変 動 額 

剰 余 金 の 配 当 ― ― △23,020

当 期 純 利 益 ― ― 280,618

自 己 株 式 の 取 得 ― ― △258

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 
事業年度中の変動額(純額) 

67,812 67,812 67,812

事業年度中の変動額合計 67,812 67,812 325,152

平成27年３月31日残高 67,902 67,902 2,577,980
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記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております｡ 

 

重要な会計方針に係る事項に関する注記 
 
１．資産の評価基準及び評価方法 
 (1) 有価証券の評価基準及び評価方法 
    その他有価証券 

時価のあるもの ………………………当期末の市場価格等に基づく時
価法（評価差額は全部純資産直
入法により処理し、売却原価は
移動平均法により算定） 

時価のないもの ………………………移動平均法による原価法 
 (2) デリバティブの評価基準及び評価方法  
     デリバティブ…………………………時価法 
 (3) 棚卸資産の評価基準及び評価方法 
     製品、仕掛品、原材料………………総平均法に基づく原価法（貸借

対照表価額は収益性の低下によ
る簿価切下げ方法により算定） 

     未成工事支出金………………………個別法に基づく原価法（貸借対
照表価額は収益性の低下による
簿価切下げ方法により算定） 

 
２．固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産（リース資産を除く)…… 定率法 
 但し、平成10年4月1日以降に

取得した建物（建物附属設備
を除く）については定額法 

主な耐用年数 
建 物 15年～38年 
構 築 物 10年～30年 
機械及び装置 10年 
車 両 運 搬 具 ４年 
工具、器具及び備品 ２年～15年 

(2) 無形固定資産（リース資産を除く)…… 定額法 
主な耐用年数 

自社利用のソフトウエア ５年
(社内における利用可能期間） 

(3) リース資産…………………………………所有権移転外ファイナンス・リ
ース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、
残存価額を零とする定額法 

(4) 長期前払費用………………………………均等償却 
主な償却期間 ７年
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３．引当金の計上基準 
 

(1) 貸 倒 引 当 金……………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般
債権については貸倒実績率により、破産更生
債権等特定の債権については個別に回収可能
性を勘案し、回収不能見込額を計上しており
ます。 

(2) 製品保証引当金……………製品販売後の無償補修費用の支出に充てるた
め、売上高に過去の実績率を乗じた額を計上
しております。 

(3) 退職給付引当金……………従業員の退職給付に備えるため、当期末にお
ける退職給付債務の見込額に基づき、当期末
において発生していると認められる額を計上
しております。 
数理計算上の差異は、その発生時の従業員の
平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）
による定額法により発生事業年度の翌事業年
度から費用処理することとしております。 

  
４．完成工事高及び完成工事原価の計上基準 

 当期末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事契約につ
いては工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の
工事契約については、工事完成基準を適用しております。 

 
５．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 
 (1) ヘッジ会計の処理 
   長期借入金の一部について、取締役会決議に基づき将来の金利上昇リス

クを軽減する目的で金利スワップ取引を行っております。当該デリバティ
ブ取引については、財務部が実行管理を行い、特例処理（金利スワップを
時価評価せずに当該金利スワップに係る金銭の受払の純額を金利変換の対
象となる負債に係る利息に加減する方法）を採用しております。なお、特
例処理の要件を満たす金利スワップ取引については、有効性の評価を省略
しております。 

 (2) 消費税等の会計処理方法 
   税抜方式によって処理しております。 
 
６．会計方針の変更 

 ｢退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。
以下「退職給付会計基準」という｡）及び「退職給付に関する会計基準の適
用指針」(企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以下「退職給
付適用指針」という｡）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用
指針第67項本文に掲げられた定めについて当事業年度より適用し、退職給
付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を割引率決定
の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年
数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ご
との金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしま
した。 
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 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定め
る経過的な取扱いに従って、当事業年度の期首において、退職給付債務及
び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しておりま
す。 
 この結果、当事業年度の期首の退職給付引当金が30,543千円増加し、利
益剰余金が30,543千円減少しております。なお、この変更による当事業年
度の営業利益、経常利益及び税引前当期純利益に与える影響は軽微であり
ます。 

 
貸借対照表に関する注記 

 
１．担保に供している資産及び担保に係る債務 
 (1) 担保に供している資産 
  ① 工場財団 
    建物 89,572千円 

    構築物  8,448 

    機械及び装置  86,595 

    車両運搬具  873 

    工具、器具及び備品  8,631 

    土地  160,447 

     計  354,568千円 

  ② その他 
    建物 421,619千円 

    土地  1,045,277 

     計  1,466,896千円 
 (2) 担保に係る債務 
    １年内返済予定の長期借入金 373,430千円 

    長期借入金  549,660 

     計  923,090千円 
   ※なお、上記債務の他、割引手形債務が1,799,222千円存在しております｡ 
 
２．有形固定資産の減価償却累計額 6,287,555千円 

 
３．受取手形割引高  

    受取手形割引高 1,799,222千円 
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株主資本等変動計算書に関する注記 
 
１．当期末における発行済株式の種類及び株式数 
    普通株式 7,716,063株 

 
２．当期末における自己株式の種類及び株式数 
    普通株式 43,407株 

 
３．配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額 

（決議） 株式の種類 
配当金の

総額 
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額
（円）

基 準 日 効力発生日 

平成26年６月27日
定 時 株 主 総 会 

普通株式 23,020 利益剰余金 3 平成26年3月31日 平成26年6月30日 

 

 (2) 基準日が当期に帰属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度と

なるもの 

（決議） 株式の種類 
配当金の

総額 
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額
（円）

基 準 日 効力発生日 

平成27年６月29日 
定 時 株 主 総 会 

普通株式 61,381 利益剰余金 （注）8 平成27年３月31日 平成27年６月30日 

 
(注) 創業50周年記念配当５円を含んでおります。 

 
金融商品に関する注記 
 
１．金融商品の状況に関する事項 

 当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等の金融機
関からの借入により資金調達しております。 
 受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、債権管理規程に沿って
リスク低減を図っております。 
 借入金の使途は運転資金及び設備投資資金であります。なお、デリバテ
ィブ取引は取締役会決議に従い、実需の範囲で行うこととしております。 
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２．金融商品の時価等に関する事項 
 平成27年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額に
ついては、次のとおりであります。 

（単位：千円） 

 貸借対照表計上額 時価 差額 
 (1) 現金及び預金 584,951 584,951 ― 
 (2) 受取手形 476,178 476,178 ― 
 (3) 売掛金 801,369 801,369 ― 
 (4) 完成工事未収入金 873,789 873,789 ― 
 (5) 投資有価証券 221,470 221,470 ― 

資産計 2,957,760 2,957,760 ― 
 (1) 支払手形 1,903,068 1,903,068 ― 
 (2) 買掛金 453,929 453,929 ― 
 (3) 工事未払金 260,093 260,093 ― 
 (4) １年内返済予定の長期借入金及び長期借入金 956,940 960,945 4,005 

負債計 3,574,031 3,578,036 4,005 
 
（注）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項 

資産 
(1) 現金及び預金、(2) 受取手形、(3) 売掛金、(4) 完成工事未収入金 

 これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいこ
とから、当該帳簿価額によっております。 

(5) 投資有価証券 
 これらの時価については、証券取引所の市場価格によっております。 

負債 
(1) 支払手形、(2) 買掛金、(3) 工事未払金 

 これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいこ
とから、当該帳簿価額によっております。 

(4) １年内返済予定の長期借入金及び長期借入金 
 長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を
行った場合に想定される利率で割り引いて算定する方法によっており
ます。変動金利による長期借入金は金利スワップの特例処理の対象と
されており（下記（5）参照)、当該金利スワップと一体として処理さ
れた元利金の合計額を同様の借入を行った場合に適用される合理的に
見積もられる利率で割り引いて算定する方法によっています。 

(5) デリバティブ取引 
 金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長
期借入金と一体として処理されているため、その時価は当該長期借入
金の時価に含めて記載しております（上記(4)参照)。 
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賃貸等不動産に関する注記 
 
１．賃貸等不動産の状況に関する事項 

 当社では、静岡県において、賃貸用の工場及び大阪府において、賃貸用
のマンション（土地を含む｡）を有しております。 
 また、将来の使用が見込まれていない遊休不動産（休止中の夕張工場等) 
を有しております。 

 
２．賃貸等不動産の時価に関する事項 

（単位：千円） 

貸借対照表計上額 時価 
678,245 724,367 

（注１）貸借対照表計上額は、取得価額から減価償却累計額及び減損損失累計
額を控除した金額であります。 

（注２）当期末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で
算定した金額（指標等を用いて調整を行ったものを含む｡）であります。 

 

税効果会計に関する注記 
 
 (1) 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 
  （流動項目) 
   繰延税金資産  
    原材料評価損  63,789千円 
    製品評価損  11,231 
    製品保証引当金  8,268 
    その他  15,113 
   繰延税金資産小計  98,403千円 
   評価性引当額  △53,393 
   繰延税金資産合計  45,009千円 
  （固定項目) 
   繰延税金資産   
    貸倒引当金損金算入限度超過額  45,186千円 
    退職給付引当金  131,471 
    投資有価証券評価損  33,529 
    会員権評価損  29,958 
    減損損失  407,410 
    その他  394 
   繰延税金資産小計  647,950千円 
   評価性引当額  △638,227 
   繰延税金資産合計  9,723千円 
 
   繰延税金負債 
    その他有価証券評価差額金  32,308千円 
   繰延税金負債合計  32,308 
   繰延税金負債の純額  22,584千円 
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 (2) 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の主な項
目別の内訳 

    法定実効税率  35.6％ 
    (調整）   
     交際費等永久に損金に算入されない項目 1.1 
     住民税均等割等  4.6 
     受取配当金益金不算入額  △0.1 
     税率変更による期末繰延税金資産の減額修正 0.8 
     評価性引当額の増加額  1.0 
     その他  0.9 
    税効果会計適用後の法人税等の負担率  44.1％ 

 
 (3) 法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修

正 
   ｢所得税法等の一部を改正する法律」(平成27年法律第９号）及び「地方

税法等の一部を改正する法律」(平成27年法律第２号）が平成27年３月31日
に公布されたことに伴い、当事業年度に繰延税金資産及び繰延税金負債の
計算（ただし、平成27年４月１日以降解消されるものに限る）に使用した
法定実効税率は、前事業年度の35.6％から、回収又は支払が見込まれる期
間が平成27年４月１日から平成28年３月31日までのものは33.0％、平成28
年４月１日以降のものについては32.2％にそれぞれ変更されております。 

   その結果、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額) 
が4,279千円減少し、当事業年度に計上された法人税等調整額が4,279千円
増加しております。 
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退職給付会計に関する注記 
 
１．採用している退職給付制度の概要 

 当社は、勤務期間が２年以上の従業員が退職する場合に、当社退職金規
程に基づきポイント制度により退職金を支払うこととなっております。 

 
２．確定給付制度 
 (1) 退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表 
   退職給付債務の期首残高 360,241千円 
    会計方針の変更による累積的影響額  30,543 
   会計方針の変更を反映した当期首残高  390,784 
    勤務費用  43,779 
    利息費用  1,953 
    数理計算上の差異の発生額  158 
    退職給付の支払額  △25,339 
   退職給付債務の期末残高 411,336千円 
 
 (2) 退職給付債務の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調

整表 
   非積立型制度の退職給付債務 411,336千円 
   未積立退職給付債務  411,336 
   未認識数理計算上の差異  △4,019 
   貸借対照表に計上された負債と資産の純額  407,317千円 
   退職給付引当金  407,317 
   貸借対照表に計上された負債と資産の純額 407,317千円 
 
 (3) 退職給付費用及びその内訳項目の金額 
   勤務費用 43,779千円 
   利息費用  1,953 
   数理計算上の差異の費用処理額 1,379 
   確定給付制度に係る退職給付費用 47,113千円 
 
 (4) 数理計算上の計算基礎に関する事項 
   割引率 0.5％ 
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関連当事者との取引に関する注記 
 
 役員及び個人主要株主等 （単位：千円）

属性 
会社等 
の名称 

議決権等
の所有
(被所有)
割合 

関連当事者
との関係

取引の内容
取引
金額

科 目 
期末 
残高 

役員及び
その近親
者が議決
権の過半
数を所有
している
会社等 

舩木商事 
有限会社 
(注４) 

被所有
直接 
9.4％

事務所の
賃借 

事務所の 
賃借 

16,778

前払費用 1,398 
投資 
その他の 
資産（敷
金・保証
金） 

6,950 

株式会社 
トオヤマ 
(注５） 

なし 製品販売 製品の販売 121,520
受取手形 2,455 

売掛金 3,391 

（注１）取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含
まれております。 

（注２）舩木商事有限会社との価格その他の取引条件は、近隣の市場相場等を
勘案し、価格交渉の上、決定しております。 

（注３）株式会社トオヤマとの価格その他の取引条件は、市場価格を勘案し、
価格交渉の上、決定しております。 

（注４）当社役員舩木元旦及び舩木亮亮の近親者が議決権の100％を直接所有し
ております。 

（注５）当社役員遠山一德の近親者が議決権の65％を直接所有しております。 

 

１株当たり情報に関する注記 
 
 １株当たり純資産額 335円99銭 
 １株当たり当期純利益 36円57銭 

 

重要な後発事象に関する注記 
 
 該当事項はありません。 
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  会計監査人監査報告書謄本 
  

 独立監査人の監査報告書 平成27年５月15日
  

元旦ビューティ工業株式会社 
 

 取  締  役  会  御中 
 

有限責任監査法人 トーマツ
 

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 水 野 雅 史 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 澤 田 修 一 ㊞

 

 当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、元旦ビューティ工

業株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第45期事業年度の計

算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会

計方針及びその他の注記並びにその附属明細書について監査を行った。 

 

計算書類等に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。こ

れには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用

することが含まれる。 

 

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から

計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人

は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行

った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表

示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これ

に基づき監査を実施することを求めている。 

 監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証

拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、

不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評

価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意

見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、

状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の

作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採

用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も

含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれ

る。 

 当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判

断している。 
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監査意見 

 当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に

公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明

細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示し

ているものと認める。 

 

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記

載すべき利害関係はない。 

 

以 上 
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  監査役会監査報告書謄本 
 
 

監 査 報 告 書 
 

 当監査役会は、平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第45期事業年度の取締役
の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告
書を作成し、以下のとおり報告いたします。 
 
1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容 
  監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結

果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況につい
て報告を受け、必要に応じて説明を求めました。 

  各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担
等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び
監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び
使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要
な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いた
しました。また、事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合
することを確保するための体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なも
のとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会
決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、
取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に
応じて説明を求め、意見を表明いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係
る事業報告及びその附属明細書について検討いたしました。 

  さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監
視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必
要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われるこ
とを確保するための体制｣（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する
品質管理基準｣（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を
受け、必要に応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算
書類（貸借対照表、損益計算書及び株主資本等変動計算書）及びその附属明細書につい
て検討いたしました。 

2. 監査の結果 
 (1) 事業報告等の監査結果 

一 事業報告及び附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示してい
るものと認めます。 

二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な
事実は認められません。 

三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、
当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行につ
いても、指摘すべき事項は認められません。 

 (2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果 
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めま
す。 

 
 
平成27年５月21日 

元旦ビューティ工業株式会社 監査役会 
 

常勤監査役 長 島 隆 夫 ㊞
社外監査役 早 川 治 子 ㊞
社外監査役 増 田 一 郎 ㊞

  
以 上 
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議決権の代理行使の勧誘に関する参考書類 
 

１．議決権の代理行使の勧誘者 
元旦ビューティ工業株式会社
代表取締役社長 舩 木 元 旦 

 

２．議案および参考事項 
  第１号議案 剰余金の処分の件 

 当期の期末配当につきましては、当期の業績ならびに今後の事業展
開等を勘案し、普通配当を１株当たり３円として前期の期末配当額を
維持するとともに、平成27年４月10日に創業50周年を迎えたことを記
念して１株当たり５円の記念配当を加え、下記のとおり１株当たり８
円とさせていただきたいと存じます。 
 ①配当財産の種類 
  金銭 
 ②配当財産の割当てに関する事項およびその総額 
  当社普通株式１株につき８円（普通配当３円、記念配当５円） 
  総額 61,381,248円 
 ③剰余金の配当が効力を生じる日 
  平成27年６月30日 
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  第２号議案 取締役５名選任の件 

 本定時株主総会終結の時をもって取締役室岡正己が退任され、また
取締役舩木元旦、舩木亮亮、坂本 浩、遠山一德の４名が任期満了と
なりますので、改めて取締役５名の選任をお願いするものであります。 
 取締役候補者は次のとおりであります。 

 

氏  名 
(生年月日) 

略歴、当社における地位および 
担当ならびに重要な兼職の状況 

所 有 す る 
当社の株式数 

ふな き もと かつ 

舩 木 元 旦 

(昭和17年１月１日生) 

昭和40年４月 個人にて舩木板金工業を創業 

昭和46年４月 舩木鉄板株式会社（現元旦ビュー

ティ工業株式会社）設立 

       代表取締役社長 

平成21年６月 当社代表取締役会長 

平成26年６月 当社代表取締役社長（現任） 

1,986千株 

ふな き あき ふさ 

舩 木 亮 亮 

(昭和45年５月14日生) 

平成６年６月 Metal Sales Mfg．Corp.（USA）入

社 

平成11年３月 元旦フューテック株式会社代表取

締役 

平成13年10月 当社入社 イオン事業部次長 

平成13年11月 当社第三営業本部長兼イオン事業

部長 

平成16年７月 当社執行役員第二営業本部長 

平成17年４月 当社執行役員営業本部長 

平成17年６月 当社専務取締役営業本部長 

平成20年４月 当社専務取締役営業本部長兼海外

事業部長 

平成21年６月 当社代表取締役社長兼海外事業部

長 

平成26年４月 当社代表取締役社長 

平成26年６月 当社取締役会長（現任） 

147千株 

さか もと  ひろし 

坂 本  浩 

(昭和35年６月８日生) 

昭和58年４月 当社入社 
平成２年４月 当社長野営業所長 
平成９年２月 当社山梨営業所長 
平成19年４月 当社営業管理部長 
平成21年４月 当社執行役員営業管理部長 
平成23年４月 当社執行役員営業本部長兼営業管

理部長 
平成23年６月 当社取締役営業本部長兼営業管理

部長 

平成25年４月 当社取締役営業本部長 

平成25年７月 当社取締役営業統括兼販売促進部

長兼東京担当グループ長 

平成27年４月 当社取締役営業本部長（現任） 

８千株 
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氏  名 
(生年月日) 

略歴、当社における地位および 
担当ならびに重要な兼職の状況 

所 有 す る 
当社の株式数 

たけ すえ せい いち 

武 末 誠 一 

(昭和 32 年８月 30 日生) 

昭和56年１月 当社入社 
平成12年４月 当社東北支店長 
平成13年４月 当社総務部長 
平成15年３月 当社東京支店副支店長 
平成16年７月 当社福島支店長 
平成18年５月 当社東北支店長 
平成27年１月 当社管理統括 
平成27年４月 当社管理本部長（現任） 

１千株 

とお やま かず のり 

遠 山 一 德 

(昭和12年１月16日生) 

昭和36年３月 小田急電鉄株式会社入社 
平成５年６月 同社常務取締役複々線事業本部長 
平成８年６月 小田急不動産株式会社代表取締役

社長 
平成22年６月 当社取締役（現任） 

―千株 

 
（注）1. 各取締役候補者と会社との間に特別の利害関係はありません。 

2. 遠山一德氏は、社外取締役候補者であります。 
3. 社外取締役候補者の選任理由、社外取締役としての独立性および社外

取締役との責任限定契約について 
(1) 社外取締役候補者の選任理由および独立性について 
 ① 遠山一德氏につきましては、他の会社の役員として培われた専門

的な知識・経験を、当社の経営に生かしていただきたいため、社外
取締役として選任をお願いするものであります。 

 ② 遠山一德氏は、過去５年間に当社の特定関係事業者の業務執行者
となったことはありません。 

 ③ 遠山一德氏は、当社または当社の特定関係事業者から多額の金銭
その他の財産（役員としての報酬を除く｡）を受ける予定はなく、ま
た過去２年間に受けていたこともありません。 

 ④ 遠山一德氏は、当社または当社の特定関係事業者の業務執行者の
配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずるものではありません。 

 ⑤ 遠山一德氏は、過去２年間に合併、吸収分割、新設分割もしくは
事業の譲受けにより当社が権利義務を承継した株式会社において、
当該合併等の直前に業務執行者であったことはありません。 

 ⑥ 遠山一德氏の当社社外取締役就任期間は、本定時株主総会終結の
時をもって５年となります。 

(2) 社外取締役との責任限定契約について 
  該当事項はありません。 
 

以 上 
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株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図 

 

 

神奈川県藤沢市湘南台一丁目１番地21 

湘南台イーストプラザ 

元旦ビューティ工業株式会社 本社 ６階 会議室 

 
 

 

 

 

交通機関 

 小田急江ノ島線、横浜市営地下鉄、相鉄いずみ野線

 湘南台駅東口より徒歩２分 

 (駐車場をご用意しておりませんので、お車でのご

来場はご遠慮願います｡) 

 


